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１．環境経営方針

【環境理念】 

当社は、地球環境保全が人類共通の重大な責務である事を認識し

「恵み豊かな生活と次世代への継承」　を実現するために、以下の

行動指針を推進していきます。 

【行動指針】 

１．環境に関する法令や条例、その他規制を受ける事項を遵守します。 

２．当社が行う事業活動が環境に与える影響の中で、特に以下の項目

　　について優先的に活動し、持続可能な環境負荷の削減に努めます。

　　①省エネルギーに努め、ＣＯ２の削減 に取り組みます。

　　②工程の改善による原材料ロス低減と良品率向上や適正な
　　　分別の実施により、廃棄物の発生抑制と減量化・リサイクル　 
　　　向上に取り組みます。

　　③計画的な事業運営強化の為、年齢構成変化を踏まえた計画的な
　　　人材育成・教育に取り組みます。

　　④機械の点検・整備を確実に行い、効率化を図るとともに、事故・
　　　不具合発生を未然に防止する。

３．全従業員が環境方針を理解し、自らの役割を認識し、本方針に
　　沿って、活動が行われるように環境教育を進めます。 

　　　 
改定 　2023年　5月　18日
制定 　2012年  7月　1日

　 

環　境　経　営　方　針

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　社長　　　小島　桂一
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　（１）対象事業所 　本社・丸子工場、武石工場

　（２）事業範囲 　真空凍結乾燥食品（味噌・野菜・果実等）の製造・販売、

　調味食品・健康関連食品・即席麺用具材包装等の製造・販売

４-1．　　エコアクション２１推進体制

３．対象範囲 　全社・全活動を対象とする

　（８）従業員数 　 76　名

　（９）売上高 243,370万円

　武石工場：〒386-0506　長野県上田市武石下本入30番地

　（６）延床面積 　８，１９０㎡

　（７）事業内容 　真空凍結乾燥食品（味噌・野菜・果実等）、

　（１０）環境管理責任者 工務課長　小倉　真一

　（２）設立 　昭和３６年１０月２６日

　（３）資本金 　３，０００万円

　（４）代表社名 　代表取締役社長　小島　桂一

　（５）所在地 　本　　　社：〒386-0403　長野県上田市腰越1544番地

　　　　　　　　TEL 0268-42-3151    FAX 0268-42-3724

　丸子工場：〒386-0403　長野県上田市腰越1544番地

　調味食品・健康関連食品・即席麺用具材包装等

２．会社概要　（2022年度）

　（１）事業社名 　エフディ フューチャー　株式会社　

品質保証部

社長

小島桂一

環境管理　　責任者

小倉　真一

事務局

工務課

総務・営業部 工務課・機械Ｇ 製造課１Ｇ・２Ｇ 製造３Ｇ

内部監査員

２



４－２．　　役割・責任・権限

１．代表者として環境経営全般に関して責任と権限を持つ

２．環境管理責任者を任命しEA21の運用に責任と権限を与える。

３．環境経営方針を策定し、従業員に周知する。

４．ＥＭＳの実施及び管理に必要な（人・物・金）への投資の承認

５．エコアクション２１全体の取組状況に関し、評価・見直しを実施する。

１．ｴｺｱｸｼｮﾝ２１の要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実行

　　して、環境面の実績を向上させる。

２．上記結果を代表者に報告する。

３．ｴｺｱｸｼｮﾝ２１文書類（環境経営方針を除く）の承認を行う。

４．ＥＭＳ全般の舵取りを実施

１．環境委員会（安全衛生委員会）での、指摘・指示事項を全従業員へ

　　周知する。

２．環境管理責任者を補佐し、問題点の審議と解決策を立案する。

１．環境への負荷及び取組の自己チェックと取りまとめ

２．環境経営目標・環境改善項目の取りまとめ

３．環境関連法規則の遵守状況の確認及び情報収集

４．環境経営計画兼進捗管理表による状況報告及び評価

５．社内外の環境情報の収集と伝達を実施する

６．環境経営レポートの作成及び外部コミュニケーションへ記録

１．環境経営方針を理解し対応をしていく

２．職場毎に、関連する法規制などを遵守する

３．職場毎に、教育・訓練を実施する

職長及び全従業員

役割・責任・権限

代表者　（社長）

環境管理責任者

環境安全衛生委員会

ＥＡ２１事務局
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5.課題とチャンス

内部に起因する 外部に起因する

課
題

・コストの削減
・従業員の定着率低下
・フロン使用機器の更新

・海外原料の品質維持
・チャイナリスクの回避

チ
ャ
ン
ス

・新規雇用と人材育成の強化
・効率的生産と既存設備の有効活用
・設備・環境の改善

・営業戦略の見直し
・仕入先への指導・連携強化
・中国以外での原料調達先の模索

課題
・設備老朽化対策
・廃棄物の継続的削減

環境経営方針
・設備点検の強化と効率化
・廃棄物抑制に繋がる工程管理
・人財管理の強化

チャンス
・廃棄物の適正管理
・従業員の育成強化

環境経営目標
・CO2削減　　　　　　年間１％
・産業廃棄物削減　年間2％

環境
に関
する

４



361.5 万kWｈ 179.0 357.9 354.3 350.8

1,659 t-CO2 678.3 1,356.5 1,343.0 1,329.4

386.9 kL 191.5 383.1 379.2 375.4

1,048.6 t-CO2 519.0 1,038.1 1,027.7 1,017.3

0.82 kL 0.41 0.81 0.81 0.80

1.91 t-CO2 0.7 1.41 1.39 1.38

2.50 kL 1.24 2.48 2.45 2.43

6.55 t-CO2 3.3 6.48 6.42 6.36

0.58 t 0.29 0.57 0.57 0.56

1.74 t-CO2 0.9 1.72 1.70 1.69

2,718.2 t-CO2 1,345.5 2,691.1 2,380.2 2,356.2

97.0 ｔ 47.5 95.1 93.2 91.3

24.54 t 12.02 24.05 23.57 23.10

食品リサイクル率
UP

（前年比＋0.5％削減）

58.0 % 67.9 67.9 68.4 68.9

　　備考欄　　・・ 環境責任者

水の効率的使用 19,176 ｍ３ 9,590 18,984 18,794 18,605 　　１％→　193m3

CO２の削減
（前年比-１％削減）

リサイクル率の向上％

節水
（前年比-1％削減)

産業廃棄物の削減
（前年比-2％削減）

廃棄物(食品を除く)の削減 　　2％→　2.10t

動植物残渣の削減 　　2％→　0.41t

　　　　　　　　CO２　換算 　　１％→　0.01t-CO2

　　１％→　24.80t-CO2

　　　　　　　　CO２　換算 　　１％→　0.07t-CO2

LPG使用量の削減 　　１％→　0.004t

　　　　　　　　CO２　合計

軽油使用量の削減 　　１％→　0.03kL

　　　　　　　　CO２　換算 　　１％→　11.10t-CO2

ガソリン使用量の削減 　　１％→　0.06ｋL
　　　　　　　　CO２　換算 　　１％→　0.01t-CO2

電気使用量の削減 　　１％→　3.58万kWｈ
　　　　　　　　CO２　換算 　　１％→　13.6ｔ-CO2

A重油使用量の削減 　　１％→　4.10kL

６．環境経営目標

　　2022年度～2024年度までの数値目標

環境方針 環境目標

数
量
単
位

目標値の設定

備　　　考
2022年度

6ヶ月の目標
2022年度 2023年度 2024年度

2021年度の実測値

小
倉
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上期 通期 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

冷凍機の高圧管理・適正運転 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｴｱｺﾝの効率的使用（就業時以外では、ﾐﾆﾏﾑ運転） 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○

冷暖房の設定温度事務所厳守（夏季28℃冬季20℃） 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○

空調ﾌｨﾙﾀｰの定期的清掃（毎週金曜日実施） 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○

使用していない間の照明の消灯 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○

蒸気漏れ・管保温の徹底（月に一度目視にて確認） 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○

GWとお盆休暇でのボイラー運転の見直し 〇 ○ △

窓の隙間をコーキングし漏れ対策 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ運動展開 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○

自動車の適正整備（ﾀｲﾔ空気圧適時確認） 〇 〇 〇 〇

アイドリング運転時間の削減（４分以内とする） 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○

余分な荷物を積まない 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ運動展開 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○

アイドリング運転時間の削減 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○

自動車の適正整備（整備不良による燃費のロス削減） ○ ○

余分な荷物を積まない 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○

魔法瓶の活用化　　　給湯器の使用頻度を減少させる ○ ○ ○ ○

各課での不良品の削減 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○

廃棄物の適正な分別 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

包装不良の削減 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

選別工程の外注化 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

原料・製品の適正管理(生産量含む) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

各課での不良品の削減 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○

廃棄物の適正な分別 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

包装不良の削減 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

選別工程の外注化 〇 〇

原料・製品の適正管理(生産量含む) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

リサイクルできる事業所情報の収集 〇 〇 ○

節水の指導 ○ ○

漏水の確認 ○ ○

備考欄・・・・　　　　 ① コスト削減と競争力強化を促す為、A重油納入業者を正式に1社追加。

②11月より、WNA‐U2の製造ラインを丸子工場へ移設、稼働開始

③ 職場環境改善の為、前処理ラインへ大型クーラーを設置(12月)の為、電力量が増加の見込み。

　　　　　　　　　　　 ④12月中旬より、みそ汁包装ラインを丸子工場へ移設、稼働開始

⑤ 職場環境改善と品質起因廃棄物削減に向けて、みそ前処理機の新規導入を実施(2月)。既存生産品向けラインポンプのみ導入(3月)。ライン工程改善に向け検討中。

7.　EA21環境経営活動計画と実施評価
実施　：　　○：　活動出来た　　　　△：　あと一歩　　　×：　不十分

環境目標
責任部門
（責任者）

チェック
頻度

数量　単
位 環境活動計画　　　　　　　　　　　　　（具体的な取組内容）

実　　施　　月
評　　　価

実　　施　　月
　　評　　　価

2022年度目標値

○

電気使用量の削減 全社
6ヶ月

毎
179.0 万kＷｈ

重油使用量の削減 製造部
6ヶ月

毎
191.5 kL

○ ○357.9

○

営業部
6ヶ月

毎
1.24 kL ○ ○

全社
6ヶ月

毎
0.41 kL

○67.9

○ ○

産業廃棄物の削減 全社
6ヶ月

毎
47.54 ｔ ○

事務所
品証部

6ヶ月
毎

0.29 kL

95.1 ○

○ ○水の効率的使用 全社
6ヶ月

毎
9,492 ｍ３18,984

○

ｶﾞｿﾘﾝ
使用量の削減

軽油
使用量の削減

ＬＰＧ
使用量の削減

383.1

0.81

2.48

0.57

食品リサイクル率
UP

(前年比＋0.5％)
全社

6ヶ月
毎

77.1 ％

○

○

６



8．環境経営活動実績

電気使用量の削減 361.5 万kＷｈ 357.9 373.4 95.86 202１年度 3.88

　　　　　　　　CO２　換算 1659 t-CO2 1643 1714 実績値 4.59

Ａ重油使用量の削減 386.9 kL 383.1 372.6 102.82

　　　　　　　　CO２　換算 1048.6 t-CO2 1038.1 1009.6 2.71

ガソリン使用量の削減 0.82 kL 0.81 0.84 97.34

　　　　　　　　CO２　換算 1.91 t-CO2 1.89 1.94 2.322

軽油使用量の削減 2.50 kL 2.48 2.17 114.26

　　　　　　　　CO２　換算 6.55 t-CO2 6.48 5.68 2.619

LPG使用量の削減 0.58 t 0.57 0.47 122.22

　　　　　　　　CO２　換算 1.74 t-CO2 1.72 1.41 3

　　　　　　　　CO２　合計 2,718.2 t-CO2 2,691.1 2,732.5 98.48

廃棄物(食品を除く)の削減 97.0 ｔ 95.1 90.1 105.58

動植物残渣の削減 24.54 t 24.29 18.56 130.90

食品リサイクル率UP
(前年比＋0.5％向上） 食品リサイクル率の向上

67.9
(2021年度58.0)

％ 67.9 70.9 104.46

節水
（前年比-1％削減)

水の効率的使用 19,176 ｍ３ 18984 13,861 136.96

電気使用　CO2換算は　2022年度　中部電力ﾐﾗｲｽﾞ　電気排出係数　4.59　t-CO²/万kWhを使用する。基準値は変更なし

※　ＬＰＧは、　　m3　　⇒　　x２．１８にて　換算

※　食品リサイクル率は、　2012年度の　67.9％を基準値としつつ、前年比 ＋0.5％向上を目標とする。

産業廃棄物の削減
（前年比-2％削減）

目標値 実績値 目標達成率（％）

　　環境への負荷の現状

環境方針 環境目標

2021年度 数
量
単
位

２０２２年度

備　　　考

基準値

CO２の削減
（前年比-１％削減）
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昨年実績 361.5 万ｋWｈ

目    標 357.9 万ｋWｈ

実    績 373.4 万ｋWｈ 昨年度比 95.9 %
評価 〇

昨年実績 386.9 ｋL

目    標 383.1 ｋL

実    績 372.6 ｋL 昨年度比 103.9 %
評価 ◎

昨年実績 0.822 ｋL

目    標 0.814 ｋL

実    績 0.836 ｋL 昨年度比 98.3 %
評価 〇

昨年実績 2.50 ｋL

目    標 2.48 ｋL

実    績 2.17 ｋL 昨年度比 115.4 %
評価 ◎

昨年実績 0.579 ｋL

目    標 0.573 ｋL

実    績 0.469 ｋL 昨年度比 123.5 %
評価 ◎

昨年実績 2718.2 t-CO2

目    標 2691.1 t-CO2

実    績 2732.5 t-CO2 昨年度比 99.5 % 評価 〇

昨年実績 97.03 t

目    標 95.09 t

実    績 90.06 t 昨年度比 107.7 %
評価 ◎

昨年実績 19,176 ㎥

目    標 18,984 ㎥

実    績 13,861 ㎥ 昨年度比 138.3 %
評価 ◎

昨年実績 24.54 ｔ

　　目    標 24.05 ｔ

・発生量 　　実    績 18.56 ｔ

・発生抑制量 　　実    績 38.30 ｔ

・再生利用量 　　実    績 2.03 ｔ

・熱回収量 　　実    績 0 ｔ

・廃棄物としての処分量 　　実    績 16.53 ｔ

　　・食品リサイクル率UP　前年比＋0.5％ 　目    標 67.9 ％

　実    績 70.9 ％ 　 昨年度比 129.6 %
評価 〇

評価　◎：最良　　○：良　　△：改善提案　　×：改善指示

目標到達レベル　緑：100以上　　無し：99～95　　赤：94以下

重油使用量の1%削減

ｶﾞｿﾘﾝ　使用量の１％削減

・蒸気漏れ・保温材見直し・ﾄﾗｯﾌﾟの点検

・長期休暇での稼働時間の見直し

FD係
＋

製造部

・新規設備購入時、省エネ機器の導入

・ｴｱｺﾝの定期清掃・稼動抑制

・ｴｱｰ漏れ点検・修繕の徹底

電気使用量の1%削減

・FD効率的乾燥・冷凍機の過負荷運転低減

全社

9．環境経営活動結果とその評価

2021年度目標 部署 達成状況

・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ運動展開

ＣＯ２の１％削減

営業部

事務所
＋

品証部

・タイヤの空気圧　管理

LPG　使用量の削減

・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ運動展開

軽油　使用量の１％削減

・タイヤの空気圧　管理

全社

・節水運動

産業廃棄物の削減

全社
　全体を見直す

・工程管理

・選別品の外注依頼

節水

全社

全社

・各課での不良品削減

　日々の節水活動では大きな削減には繋がり
づらいでしょう。22年度は生産品種による影
響で減少したと考える。工程改善など出来る
可能性を引き続き模索していきましょう。

動植物性廃棄物の削減　(発生量　2％削減)

全体

　大きく廃棄物の減少となったが、21年度の
品質問題による廃棄物(約６ｔ)の分であり、活
動の結果とすると大きな効果は得られなかっ
たと感じる。品質トラブルによる大きな増加に
ならなかった事はよかったが、今後は廃棄物
の削減について会社一丸となり協力をお願い
したい。方法についてもしっかりと検討し共有
していきましょう。
　廃棄物の肥料化については、21年度と比べ
増加することができた。各現場の協力により、
今回の結果につながったことは大変良かっ
た。引き続き、再生利用可能な廃棄物を増や
していけるよう進めていきましょう。

評価・コメント(環境管理責任者)

　暑熱対策での空調機の増設や冷凍機関連
の老朽化により22年度も増加となっている。
定期点検や空調機設定温度の調整など、
日々の努力により削減に努めてもらってい
る。12月の事業集約に伴い、武石工場の使
用量が23年度は14万ｋWh程下がる見込み。
設備の更新も含め、今後の課題として投資の
検討は進めているものの、ソフト面での対応
は引き続き継続をお願いしたい。

　22年度はGWや夏季の長期休暇にボイラー
を運転していたが削減できた。生産品種によ
る影響が強いと考えているが、温暖化による
気温上昇の影響も考えられる。引き続き効率
的使用に繋がるようお願いしたい。

　22年度もコロナ禍において、社有車の使用
に増減がみられた。通年でみて、大きな変動
とはならなかったが、燃料費の高騰が著しく
無視出来ない為、適切な使用をお願いしま
す。

　日々の適切な利用により大きな変動もなく、
維持できている。今後も継続していきましょ
う。

　21年度のみその品質問題が前進し、品質管
理上の作業が減少したため使用量が減少し
たと考える。今後も適切な利用をお願いしま
す。

　上記エネルギー利用の総合結果なので、今
後も継続して改善できるよう努めましょう。

　日々の不良品削減に向けた活動の結果、
全体の排出量低下に繋がった。今後も継続し
ていきましょう。
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見直した時期：2023年　5月　18日

エフディ フューチャー　株式会社

代表者　：　　　　　　　小島　桂一　

チェック チェック

〇 １．環境への負荷・取組み状況 〇 ７．世間一般の環境上の動き
　　（それと当社との関係）

△ ２．環境目標の達成状況

〇 ３．是正処置・予防処置の状況 △ ８．改善のための提案

〇 ４．前回までの”見直し”結果に対するフォロー

△ ５．ＥＡ２１審査指摘事項に対するフォロー 評価 ○　：　良好

△　：　あと一歩
〇 ６．環境関連の法規等の遵守状況 ×　：　努力不足

※情報提供は、原則として環境管理責任者が行います。

１．環境経営方針の変更　　　⇒　　（　要　／　不要　）

２．環境経営目標の変更　　　⇒　　（　要　／　不要　）

３．環境経営活動計画の変更　⇒　（　要　／　不要　）

４．環境経営システム(実施体制含む)の変更　⇒　（　要　／　不要　）

【指示内容】
① 設備投資による効果的な改善に繋がるよう、引き続き活動を進めていき、提案・改

善を促進していくこと。

②

積極的な情報収集を進め、各部署ごとに必要な対応を推進していくこと。

利害関係者からの要望にもSDGｓ含め、適切な環境対応が求められている。

10.代表者による全体の評価と見直し

見直しのために提供された情報の確認

代表者による評価

仕組み上の変更の必要性の有無の確認

　
　廃棄物管理を進めてきた結果、動植物性残渣の肥料化は順調に増えている。設備導入が22
年末に行われ品質安全の向上に繋がっており、それに伴う廃棄物が減少したことはよかった。
しかし、廃棄物全体でみて、大きな減少には繋がっていないため、今後も引き続き活動に注力
していくこと。

　生産体制の改善や効率向上に向けた活動により、コストの削減など確実に効果は出始めて
いる。引き続き活動を進めていってほしい。

印印印印印印印印印印印印
小
島

９



該当●、非該当Ｘ 対象事業所：ｴﾌﾃﾞｨ ﾌｭｰﾁｬｰ　株式会社

危険物貯蔵施設の設置許可（指定数量７．５倍） タンク内液層・気層年次点検 ○

危険物取扱者の届出（危険物乙種４類） （ﾕｰﾄﾋﾟｱ産業） ○

貯蔵、取扱の基準の遵守
地下重油タンク
漏れ点検の実施

○

危険物貯蔵施設 少量危険物の設置許可（指定数量1/5以下） 点検実施 ○

設置の届出・変更及び廃止届出 ○

排出基準の遵守（10,000m3/h未満の為対象外） ○

ばい煙量の測定及び記録 ○

ボイラー技師資格（ボイラー技能講習以上） ○

特定施設の届出・事故時の措置

水質基準の遵守

測定、記録 ○

施設届出 浄化槽協会による年次点検 ○

水質管理　（定期点検･清掃） 外部委託（東京理工器） ○

上田市条例特定施設の設置届出済み（31kw・15kw・8kw） ○

騒音規制基準（武石工場規定なし） ○

● 機械G フロン排出抑制法
第一種特定製品
（業務用エアコン、冷凍冷蔵機
器)

・対象機器の特定（7.5kW未満か以上か、50kW以上か）
・簡易点検（自主）、定期点検（有資格者）
・冷媒回収／充填した場合、証明書の交付を受け保管

点検の実施
マニフェストの管理

○

● 工務課 省エネ法
第二種指定工場
　　原油換算　1,500ｋｌ

2010年4月に過去3年間　原油換算にて1,500KLを下回って
いるので指定取消し申請書を提出済み　　毎年確認

弊社にて換算 ○

一般廃棄物、産業廃棄物保管基準の遵守 産業廃棄物保管表示板 ○

一般廃棄物、産業廃棄物の収集、処理委託基準の遵守 委託契約書 ○

産業廃棄物管理票による管理 電子マニフェスト化 ○

産業廃棄物管理表交付状況の届出（毎年６月末まで） 電子マニフェスト化 ○

● 工務課 食品リサイクル法 食品廃棄物等多量発生事業者
・2012年再生利用実施率　６７．９％を基準値とし、前年比
０．５％向上とする。

　食品リサイクル率の継続的向上を
目標とする。

○

● 工務課 容器包装リサイクル法 特定事業者 再商品化委託の実施 委託契約書 ○

11.法的要求事項等の遵守状況管理一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

確認日：　2022　年　７　月　19　日

１）該当する法規を選択し●、該当しない法規はＸを付ける
２）環境基本法等の罰則のない法規は割愛する
３）法的要求事項（行ごと）に遵守状況を記載する

該当 担当部門
法的要求事項等の名

称
監視・測定項目

（適用施設・業務等）
法的要求事項の内容及び基準

監視・測定プロセス、使用機器
等

○

遵守状況
○：遵守、△：対
策中、Ｘ不適合

● 機械G 消防法（危険物）

危険物（1類～6類）が指定数
量

● 工務課 大気汚染防止法  ボイラー　（3,600m3/h） 外部委託（三浦工業）

● 工務課 水質汚濁防止法
排水処理施設

外部委託（ソイイースト社）

騒音レベル測定器

● 工務課
廃棄物の処理及び清

掃に関する法律

一般廃棄物
廃プラスチック類、
金属くず、ゴム屑、
ガラスくず及び陶磁器くず、
廃酸、廃アルカリ
感染性廃棄物
食品残渣

● 営業部 浄化槽法 浄化槽70人槽

● 工務課
騒音規制法

上田市公害防止条例
コンプレッサー、送風機（原動
機の定格出力1.0ｋｗ以上）
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